










町の将来像などのビジョンを⾧期的な視点に立って示す基本構想と、町の施策
や取組を示す基本計画で構成します。
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「つながる」は、人や地域の結びつきが強くなる、自然・歴史・文化が
守られる、これらが次世代に続いていくこと

「安らぐ」は、人や地域のつながりから生まれる心の平穏と、仕事や
子育て、必要な生活基盤等が整い、日々の生活が守られることで生まれる
安心感・幸福感

町民にとって心地よく、この地域ならではの幸せが実感できるまちを
つくることで、「ずっと住みたい」と感じてもらえる
「美しきふる里」を目指します。



サステナビリティ（sustainability）は、「持続可能であること」

ウェルビーイング(well-being)は、
「身体的、精神的、社会的に良好な状態」という意味ですが、個人が
自身で感じる主観的な「幸福感、満足感」だけでなく、客観的な側面
である生活環境、健康、教育、雇用などの充実度も含みます。

どちらも近年のまちづくりにおいては重要なキーワードとなって
います。
地域のサステナビリティを高め、住民のウェルビーイングを
向上させることで、特に若い世代に「選ばれる町」を目指します。






































